
表2：地域加算手当は基準外・３年後に廃止　　単位：円

資格等級 現行 14年6月 15年6月 16年6月

エキスパート1級 39,000 26,000 13,000
エキスパート2級 33,000 22,000 11,000
エキスパート3級 29,000 19,330 9,670
一般1級 26,000 17,330 8,670

一般2級 17,000 11,330 5,670

表3：3年後に成果手当5,000円増（一般1級普通評価）　　　

Ⅴ評価 Ⅳ評価 Ⅲ評価 Ⅱ評価 Ⅰ評価
エキスパート1級 112,640 98,530 84,420 70,310 56,200
エキスパート2級 102,900 89,800 76,700 63,600 50,500
エキスパート3級 94,960 82,870 70,780 58,690 46,600
一般1級 86,160 76,070 65,980 55,890 45,800
一般2級 63,780 55,710 47,640 39,570 31,500

Ⅴ評価 Ⅳ評価 Ⅲ評価 Ⅱ評価 Ⅰ評価
エキスパート1級 167,480 137,530 107,580 77,630 56,200
エキスパート2級 149,310 122,800 96,290 69,780 50,500

エキスパート3級 135,740 111,870 88,000 64,130 46,600
一般1級 122,720 102,070 81,420 60,770 45,800
一般2級 87,690 72,710 57,730 42,750 31,500
（注）2014年6月以降、3年間にわたり段階的に増額する。　　単位：円

資格等級
現行の成果手当額

資格等級
2016年6月以降の成果手当額

廃
止

　表1：ＮＴＴの人事・賃金制度の比較
賃金制度 1級普通評価の昇給額 賃　下　げ　額 配　転　等

年間5,240円上昇 ①50歳退職・再雇用で月額15～30％減額

52歳で昇給ストップ 　総額で1,000万円～1,900万円減

②ＮＴＴに残れば賃金減額なし 東日本全域

年間2,460円上昇 全員が30歳代からの減額

50歳で昇給ストップ(現行の 総額1,500万円減

41歳水準で昇給ストップ） （減額分が60歳超の財源となる）

現行制度

新制度

都道府県域
限定

東日本全域

賃
金
ガ
タ
減
り

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
新
賃
金
制

度
（
退
職
・
再
雇
用
者
な
ど
は

対
象
外
）
と
現
行
制
度
の
比
較

は
表
１
の
通
り
で
す
。

そ
し
て
、
５
月
下
旬
に
新
賃

金
制
度
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体

的
な
内
容
が
次
の
と
お
り
提
案

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

①
特
別
手
当
制
度
の
見
直
し
。

②
地
域
加
算
手
当
の
３
年
後

の
廃
止
（
表
２
）
。

③
成
果
手
当
の
増
額
。
た
だ

し
普
通
評
価
は
微
増
（
表
３
）
。

④
企
業
年
金
の
改
悪
（
詳
し

く
は
２
面
ご
参
照
）
。

さ
ら
に
は
、
日
帰
り
日
当
の

改
悪
と
賃
金
減
額
提
案
が
つ
づ

く
な
か
で
、
「
賃
金
が
ど
ん
ど

ん
減
っ
て
い
く
」
「
ア
ベ
ノ
ミ
ッ

ク
ス
に
逆
行
し
て
い
る
」
「
内

部
留
保
を
使
え
」
な
ど
怒
り
の

声
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

日
帰
り
日
当

事
実
上
の
廃
止
提
案

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
と
各
地
域
会

社
や
Ｍ
Ｅ
な
ど
は
来
年
１
月
よ

り
、
①
普
通
出
張
の
う
ち
、
総

行
程
150
Km
以
上
の
日
帰
日
当
以

外
は
、
廃
止
す
る
。
②
研
修
出

張
は
廃
止
し
普
通
出
張
と

同
じ
扱
い
と
す
る
、
と
提

案
し
て
い
ま
す
。
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来
年
７
月
を
目
途
に
実
施
と
す
る

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
「
業
務
運
営
体
制

の
見
直
し
」
案
は
、
お
お
よ
そ
次
の

と
お
り
で
す
。

◆
東
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
事
業
部

現
行
の
都
道
県
域
の

17
支
店
を
お

お
ぐ
く
り
化
（
大
支
店
）
し
、
以
下

の
６
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
事
業
部
を
設
置

す
る
。
な
お
、
ブ
ロ
ッ
ク
事
業
部
長

は
、
エ
リ
ア
の
経
営
責
任
単
位
と
す

る
。①

東
京
・
山
梨
、
②
神
奈
川
、
③

千
葉
・
茨
城
、
④
北
関
東
信
越
＝
埼

玉
・
栃
木
・
群
馬
・
長
野
・
新
潟
、

⑤
東
北
＝
宮
城
・
福
島
・
岩
手
・
青

森
・
山
形
・
秋
田
、
⑥
北
海
道
。

◆
東
日
本
新
支
店

新
た
な
支
店
は
、
現
東
京
支
店
エ

リ
ア
に
５
支
店
、
同
神
奈
川
エ
リ
ア

に
３
支
店
、
同
千
葉
エ
リ
ア
に
２
支

店
、
同
埼
玉
エ
リ
ア
３
支
店
、
同
北

海
道
エ
リ
ア
４
支
店
、
他
県
域
支
店

は
１
支
店
の
合
計
29
支
店
と
す
る
。

◆
新
総
合
会
社

東
日
本
の
ブ
ロ
ッ
ク
事
業
部
を
基

本
に
交
通
網
を
勘
案
し
た
人
員
流
異

動
の
促
進
や
首
都
圏
支
店
を
中
心
と

し
た
業
務
集
約
の
観
点
か
ら
、
次
の

４
つ
の
総
合
会
社
を
設
立
す
る
。

①
南
関
東
会
社
（
東
京
・
山
梨
ブ

ロ
ッ
ク
、
神
奈
川
ブ
ロ
ッ
ク
、
千
葉
・

茨
城
ブ
ロ
ッ
ク
）
、
②
北
関
東
信
越

会
社
（
北
関
東
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
）
、

③
東
北
会
社
（
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
）
、

④
北
海
道
会
社
（
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
）
。

な
お
、
退
職
・
再
雇
用
者
が
、
ほ

か
の
都
道
県
へ
の
異
動
に
対
す
る
転

勤
手
当
の
創
設
も
提
案
さ
れ
て
い
ま

す
（
詳
し
く
は
２
面
ご
参
照
）
。

30
歳
代
か
ら
の
賃
下
げ
に
つ
づ
き
、

日
帰
り
日
当
や
企
業
年
金
も
改
悪

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
４
千
億
円
以
上
の
コ
ス
ト
削
減
を
行

い
、
利
益
の
確
保
や
株
主
還
元
の
原
資
に
使
う
、
と

記
者
会
見
で
発
表
し
ま
し
た
（
図
）
。
そ
の
具
体
策

が
、

30
歳
代
か
ら
の
賃
下
げ
・
新
賃
金
制
度
で
す

（
表
１
）
。
そ
し
て
、
日
帰
り
日
当
の
事
実
上
の
廃

止
や
企
業
年
金
の
改
悪
な
ど
が
新
た
に
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
Ｎ
関
労
に
入
っ
て
、
強
欲
な
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
反
対

の
声
を
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

賃下げ案連発

あなたの悩みを
一緒に解決します

こんなことはありませんか

□突然解雇を告げられた

■残業代がもらえない

□セクハラ、パワハラを受けた

■労働時間が延長された

□有給休暇がもらえない

■賃金の支払が遅れている

秘密厳守

労働相談
ほっとライン
03-6806-0255

新
リ
ス
ト
ラ
計
画

東
日
本
会
社
６
ブ
ロ
ッ
ク
化



元
本
割
れ
し
な
い

現
行
制
度

Ｎ
Ｔ
Ｔ
企
業
年
金
は
、
退
職

金
の

28
％
を
原
資
に
私
た
ち

が
年
金
と
し
て
受
け
取
れ
る

も
の
で
す
。

現
行
の
「
規
約
型
企
業
年

金
」
は
、
給
付
利
率
が
一
定

範
囲
内
で
決
ま
っ
て
い
る
た

め
（
1.5
％
～
7.0
％
）
元
本
割

れ
は
お
こ
し
ま
せ
ん
。

年
金
資
産
運
用
を

個
々
人
に
丸
投
げ

と
こ
ろ
が
、
現
行
の
規
約

型
企
業
年
金
で
は
、
年
金
資

産
運
用
が
大
き
く
悪
化
し
て

い
る
た
め
、
年
金
資
産
運
用

を
個
々
の
社
員
自
身
が
行
う

「
確
定
拠
出
年
金
」
、
い
わ

ゆ
る
日
本
版
401
Ｋ
に
変
更
し

た
い
と
提
案
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
プ
ロ
で
も
う
ま

く
い
か
な
い
年
金
資
産
の
運

用
を
、
社
員
個
々
人
で
行
え

と
い
う
こ
と
で
す
。

自
己
責
任
の
結
果

半
数
は
元
本
割
れ

そ
し
て
、
「
自
己
責
任
」

で
年
金
資
金
を
個
々
人
が
運

用
を
し
た
結
果
は
、
加
入
者

140
万
人
を
対
象
に
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
図
の
と
お
り
、

40

～

60
％
の
人
が
元
本
割
れ
、

と
い
う
驚
き
の
運
用
成
績
で

す
（

11
年

12
月

28
日
週
刊
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
）
。

想
定
利
回
り
、
て
何
？

新
た
な
Ｎ
Ｔ
Ｔ
企
業
年
金

（
確
定
拠
出
年
金
）
で
大
変

重
要
な
の
は
想
定
利
回
り
で

す
。

会
社
は
到
達
目
標
額
に
対

し
て
、
想
定
利
回
り
を
差
し

引
い
て
掛
け
金
を
個
々
人
ご

と
に
拠
出
し
ま
す
。
こ
こ
が

ミ
ソ
で
す
。

例
え
ば

20
年
間
で
３
０
０

万
円
を
積
み
立
て
よ
う
と
す

る
場
合
、
想
定
利
回
り
を
考

え
な
け
れ
ば
、
年
間
の
掛
金

は
15
万
円
に
な
り
ま
す
が
、

①
想
定
利
回
り
が
２
％
の
場

合
で
は
、
年
間
約

12
万
円
を
、

②
想
定
利
回
り
が
４
％
で
は
、

年
間
約
９
万
６
千
円
を
、
そ

れ
ぞ
れ
個
々
人
に
拠
出
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
想
定
利
回
り
が

高
い
ほ
ど
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
的

に
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
リ
タ
ー

ン
の
金
融
商
品
で
運
用
を
し

な
い
と
、
将
来
、
想
定
し
た

年
金
額
に
到
達
し
ま
せ
ん
。

理
不
尽
な
提
案

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
こ
の
想
定
利

回
り
を
２
％
で
提
案
し
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
定
期

預
金
な
ど
の
「
元
本
確
保
型
」

の
金
融
商
品
で
運
用
し
た
ら
、

と
て
も
当
初
想
定
し
た
年
金

額
に
は
到
達
し
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
投
資
信
託
な
ど

の
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
リ
タ
ー

ン
の
金
融
商
品
で
運
用
し
た

ら
老
後
の
資
金
が
、
さ
ら
に

大
き
く
目
減
り
す
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
３
年
間
の

10
年
国
債

の
利
回
り
は
１
％
台
前
半
で

す
。
想
定
利
回
り
２
％
案
で

は
、
運
用
以
前
か
ら
元
本
割

れ
と
同
じ
よ
う
な
状
態
で
す
。

反
対
す
る
以
外
あ
り
ま
せ
ん
。
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一
流
の
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
を
目
指
し

て
田
舎
か
ら
都
会
に

出
て
き
た
父
と
息
子
。

生
き
胆
を
抜
く
都
会

で
素
朴
さ
を
忘
れ
な

い
父
子
に
関
わ
り
、

周
囲
の
人
た
ち
が
忘

れ
て
い
た
優
し
さ
や

素
直
な
気
持
ち
を
取
り
戻
す
と
い

う
作
品
で
す
。

ど
こ
に
で
も
あ
り
が
ち
な
、
お

涙
ち
ょ
う
だ
い
の
物
語
が
圧
倒
的

な
映
像
と
物
語
の
展
開
で
有
無
を

言
わ
せ
な
い
説
得
力
を
持
ち
ま
す
。

泣
く
ま
い
と
斜
に
構
え
て
観
て

い
て
も
意
識
と
は
関
係
な
く
、
感

情
が
一
人
歩
き
し
涙
腺
が
刺
激
さ

れ
ま
す
。

多
く
を
語
ら
な
く
て
も
音
楽
の

旋
律
が
人
々
の
感
情
を
表
現
し
て

く
れ
ま
す
。
だ
か
ら
ス
ト
レ
ー
ト

に
感
情
移
入
が
で
き
観
て
い
て
と

て
も
心
地
よ
い
の
で
す
。

一
方
で
、
市
場
経
済
導
入
に
よ
っ

て
拝
金
主
義
に
陥
っ
て
い
る
現
代

中
国
の
現
状
を
と
ら
え
る
事
も
忘

れ
て
い
ま
せ
ん
。

行
動
的
で
男
を
手
玉
に
取
る

「
リ
リ
」
と
い
う
娘
が
、
ぎ
こ
ち

な
く
息
子
チ
ュ
ン
の
セ
ー
タ
ー
を

編
む
父
親
に
「
い
い
お
父
さ
ん
が

い
て
チ
ュ
ン
は
幸
せ
ね
、
私
に
貸

し
て
」
と
手
早
く
セ
ー
タ
ー
を
編

む
、
た
っ
た
そ
れ
だ
け
の
シ
ー
ン

で
、
「
あ
あ
、
こ
の
娘
も
今
は
都

会
づ
れ
し
て
い
る
が
、
田
舎
で
セ
ー

タ
ー
を
何
回
も
編
み
返
し
て
着
て

い
た
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
を
伝
え

ま
す
。

た
ま
に
は
家
族
で
一
緒
に
ご
覧

に
な
り
な
が
ら
、
良
い
涙
を
流
し

て
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
み
）

映画紹介 33

北
京
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

02
年

中
国

Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
ン
タ
ル
可

老
後
の
安
心
は
ど
こ
へ
行
く
の
か

元
本
割
れ
の
危
険

新
た
な
Ｎ
Ｔ
Ｔ
企
業
年
金

退
職
・再
雇
用
者
を
含
む
退
職
者
は
、
す
で
に
現

行
の
企
業
年
金
の
受
給
者
・待
期
者
の
た
め
、
新

た
な
Ｎ
Ｔ
Ｔ
企
業
年
金
の
適
用
対
象
外
で
す
。

退
職
金
の
一
部
で
あ
る
、
企
業
年
金
は
賃
金
そ
の
も
の

想
定
利
回
り
２
％
で
は
、
老
後
は
大
ピ
ン
チ

各
総
合
会
社
な
ど
は
、
来

年

10
月
実
施
と
し
て
、
次
の

よ
う
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

◆
本
人
同
意
を
前
提
に
、
現

在
勤
務
す
る
都
道
県
域
と
異

な
る
県
等
域
へ
の
異
動
を
行

う
こ
と
な
ど
に
対
す
る
手
当

の
創
設
等
を
行
う
。

◆
退
職
・
再
雇
用
者
が
選
択

し
た
都
道
県
域
と
異
な
る
県

等
域
へ
の
異
動
に
対
し
て
、

「
転
勤
加
算
手
当
Ａ
」
月
額

１
万
円
を
、
最
大
３
年
間
支

給
す
る
。

◆
異
動
先
の
県
等
域
の
賃
金

は
、
異
動
元
と
比
べ
て
、
賃

金
水
準
の
高
い
賃
金
制
度
を

適
用
し
支
給
す
る
。

こ
の
適
用
期
間
は
原
則
と

し
て
最
大
３
年
と
す
る
が
、

３
年
間
を
超
え
て
継
続
勤
務

に
同
意
し
た
場
合
は
、
異
動

先
の
県
等
域
の
賃
金
制
度
を

適
用
す
る
。

◆
家
族
と
同
居
し
て
い
た
社

員
が
家
族
を
残
し
て
赴
任
す

る
場
合
や
、
持
家
の
独
身
者

が
持
家
を
離
れ
て
赴
任
す
る

場
合
に
「
転
勤
加
算
手
当
Ｂ
」

月
額
８
千
円
を
支
給
す
る
。

退
職
・再
雇
用
者
に
対
す
る

転
勤
加
算
手
当
の
創
設
に
つ
い
て


